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（令和３年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格

本荘由利木材流通センター

高　　値 安　　値 平均価格
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出材量・販売量・販売率

１２月２日

12月：相変わらず強い引き合いで３６ｃｍ上の曲材以外は完売。先月よりもやや強含みとなり、旺盛な製品の引き合いで

　　 原木も高い。常連勢の手当が入ったが各社とも僅差の競り合いでもうしばらくこの原木高は続きそう。
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344㎥(1,238石)・333㎥(1,198石)・96％

１月６日（木）より通常営業となります。

年末年始休業のお知らせ

木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

　11月12日（金）、林野庁が主催し、㈱森林環境リアライズが実施している林業労働力強化対策事業で購入
させていただいた安全衛生装備・装置の正しい使用方法を学ぶための研修会を開催いたしました。
　この事業は、安全で衛生的な職場づくりを通じた林業労働力の確保に向けた取り組みを支援するため、体
質強化計画に参画する経営体等を対象に、安全衛生装備・装置の導入と研修にかかる経費の50％を補助す
るもので、当組合では第３次公募に申し込み、「ヘルメット」、「担架」、「空調服」、「レインスーツ」、「自動体
外式除細動器（ＡＥＤ）」等を購入いたしました。
　研修会当日は、秋田マッカラー㈱様より空調服の使用方法や防護服の管理方法等をご説明いただき、特
に防護服は毎日洗って使用しなければ本来の機能を発揮できないことを教えていただきました。
　今回の事業のおかげで安全衛生に十分配慮された作業環境が構築されましたが、装備が整ったとしても
職員自身が意識して安全に配慮した作業を心がけなければ、真に安全な職場づくりは成し得ないと思ってお
りますので、今回の事業をきっかけに、職員全体に安全衛生に関する教育をさらに徹底して、事故やけがのな
い安心安全な職場をつくっていきたいと考えております。

12月31日（金）～1月5日（水）

※年末年始休業に伴うにかほ市役所金浦庁舎閉鎖の都合上、仁賀保支所も１２月２９日より事務所閉鎖と

　なります。支所職員は木材流通センターで勤務しておりますので、 ２９日・３０日に仁賀保支所に御用の

　際は、そちらへお問い合わせください。

㈱森林環境リアライズ林業労働対策事業
林業労働安全衛生に関する研修会
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令
和
４
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、

穏
や
か
に
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
平
素
は
組
合

の
業
務
運
営
全
般
に
わ
た
り
組
合
員
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
皆
様
か
ら
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
未
だ
衰
え
ず
、
県
内
で
も
感
染
拡
大
し
行
動
抑
制
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）
が
指
定
し
た
新
た
な
変
異
株
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

が
拡
散
す
る
中
、
日
本
で
も
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
感
染
拡
大
の
中
、
大
国
の
木
材
需
要
拡
大
や
、
海
上
輸
送
用
コ
ン
テ
ナ
不
足
に
よ
る
流
通
機
能

の
低
下
が
日
本
へ
の
外
材
供
給
の
減
少
と
な
り
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
又
、
残
念
な
が
ら
九
州
や
中
国
、
東
海
地
方
等
で
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
大
規
模
な
災
害
が
引

き
起
こ
さ
れ
、　
特
に
静
岡
県
熱
海
市
で
は
土
石
流
に
よ
り
多
数
の
死
傷
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
６
月
に
は
新
た
な
森
林
・
林
業
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
森
林

を
適
正
に
管
理
し
、
林
業
・
木
材
産
業
を
持
続
的
に
成
長
発
展
さ
せ
、
社
会
経
済
向
上
と
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
寄
与
す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
に
は
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
が
イ
ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
、
石
炭
火
力
「
段
階
的
な
削
減
」
で
合
意
、
産

業
革
命
後
の
気
温
上
昇
マ
イ
ナ
ス
１
．
５
度
に
抑
制
追
求
も
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
造
林
し
た
人
工
林
は
、
本
格
的
な
利
用
期
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
森
林
資
源
に
お

い
て
主
伐
・
再
造
林
の
循
環
利
用
が
急
務
で
す
。
ま
た
、
間
伐
等
の
適
切
な
森
林
整
備
が
行
わ
れ

て
い
な
い
箇
所
の
整
備
も
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
豊
か
な
森
林
資
源
を
活
用
し
て
、
安
定
的
・
効
率
的
な
国
産
材
供
給
体
制
の
構
築

を
目
指
し
、
木
造
化
推
進
等
に
よ
る
国
産
材
の
更
な
る
需
要
拡
大
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
を
活
気
づ
け
る
「
林
業
の
成
長
産
業
化
」
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。

　
結
び
に
、
役
職
員
一
体
と
な
り
組
合
員
の
皆
様
や
関
係
機
関
の
ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
、
経
営

基
盤
の
強
化
と
改
善
に
努
め
、
管
内
林
業
の
振
興
と
発
展
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

本
年
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
御
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

  【
決  

議
】

　
本
県
の
森
林
は
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
ス
ギ
人
工
林
の
過

半
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
森
林

資
源
を
有
効
か
つ
持
続
可
能
な
形
で
利
用
す
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
木
材
需
要
が
低
迷
し
て
推
移
し
て
き
た
中
で
、

森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
は
低
減
し
て
お
り
、
主
伐
後
の

再
造
林
や
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
が
進
ま
な
い
箇
所
が
多

数
見
ら
れ
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
国
土
保
全
な
ど
森
林
の

有
す
る
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
重
大
な
支
障
を
来
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
近
年
の
集
中
豪
雨
や
台
風
等
の
度
重
な
る
災
害

に
よ
り
、
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
、
林
道
等
の
崩
落
、
風
倒

木
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
へ
の
二
次
的
被
害
等
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
健
全
な
森
林
づ
く

り
に
よ
る
「
緑
の
国
土
強
靭
化
」
を
一
層
強
力
に
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
低
迷
か
ら
の
回
復
が
進

ん
で
い
る
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
で
の
需
要
拡
大
等
に
よ
り
、

日
本
へ
の
外
材
供
給
の
減
少
と
価
格
高
騰
が
発
生
し
、
こ

の
影
響
で
国
産
材
需
要
が
急
拡
大
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
外
材
依
存
か
ら
国

産
材
主
体
へ
の
需
給
転
換
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
べ
く
、

森
林
施
業
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
素
材

の
供
給
体
制
を
強
化
し
、山
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る
「
林

業
の
成
長
産
業
化
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
新
た
な
森
林
・
林
業
基
本
計

画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、森
林
を
適
正
に
管
理
し
て
、林
業
・

木
材
産
業
を
持
続
的
に
成
長
発
展
さ
せ
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も
寄
与
す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
が
、
森
林
組
合
系
統
と
し
て

も
、
県
民
や
組
合
員
の
信
頼
を
受
け
、
地
域
の
森
林
施
業

や
経
営
の
担
い
手
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
新
た
な
系
統
運
動
方
針
を
策
定
し
、
県
内

約
３
万
人
の
組
合
員
と
と
も
に
系
統
一
丸
と
な
っ
て
、
再

造
林
の
推
進
に
よ
る
資
源
の
循
環
利
用
と
適
切
な
経
営
管

理
の
推
進
、
人
材
の
確
保
・
育
成
等
に
よ
り
、
森
林
・
林

業
の
持
続
的
な
発
展
に
取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。
特
に
、

再
造
林
に
つ
い
て
は
着
実
な
推
進
を
図
る
た
め
、
具
体
的

な
系
統
の
運
動
名
及
び
目
標
を
設
定
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
す
る
。

　
本
日
こ
こ
に
、
秋
田
県
、
東
北
森
林
管
理
局
、
秋
田
県

市
長
会
、
秋
田
県
町
村
会
、
農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
の

後
援
の
も
と
、
第
65
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会
を
開
催
し
、

次
の
事
項
の
実
現
に
森
林
組
合
系
統
の
総
力
を
あ
げ
て
邁

進
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
と
適
切
な
管
理
の
推
進

二
、
県
産
材
供
給
拡
大
に
向
け
た
対
策
の
推
進

三
、
森
林
組
合
系
統
再
造
林
５
５
０
運
動
の
展
開

　
　
（
５
年
間
で
再
造
林
50
％
を
目
指
す
）

　
以
上
決
議
す
る
。令

和
三
年
十
一
月
十
六
日
　
　
　
　
　

第
六
十
五
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会
　

情 報 コ ー ナ ー mini

　今回は、低コスト再造林の際に使用されることが多くなった「コンテナ苗」

についてご紹介したいと思います。

　林業用の苗木としては苗畑で３年ほど育てた「裸苗」という根がむき出しになっ

ているものが一般的でしたが、このコンテナ苗は、特殊な形のコンテナ容器を

使って育てた根鉢付きの苗木のことで、苗木の単価は裸苗と比較して高くなりま

すが、根付きがよく初期成長も速いため真夏や土の凍結する時期以外であれば

いつでも植えることができるため北欧などでは広く普及しています。

　単価が上がるのに低コスト化とはどういうことか。と思われるかもしれません

が、従来の裸苗の場合は、植栽における作業が長時間かかり植え付け効率が

悪かったため経費が掛かり増しになっていました。しかしコンテナ苗にすること

で植栽作業が大幅に簡略化され、裸苗では１日で１人当たり２００～２５０本植え

るのが精一杯でしたが、コンテナ苗では３００～４００本植えられるようになり、

再造林のトータルコストとしては大きくコスト削減できるようになります。 裸苗
コンテナ苗の場合は
専用器具で一度穴あ
けをするだけで植え
ることができる。
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ドローン体験会に参加！
　１０月２９日（金）、秋田県由利地域振興局農林部森づくり推進

課主催のドローン操作体験会に参加し、林業でのドローン活用を

検討しました。 当組合からは７名の職員が参加し、いくつかのド

ローンの操作体験をさせていただきましたが、想像以上に機敏に

動くために操縦者の反応が追いつかず、操作に混乱する場面も見

受けられました。 航空法上の規制もあるためできることに限りは

ありますが、上空からの現場の撮影や大型化すれば物資の運搬も可能になることも考えられるので、我々も

様々なアイデアを出して、最新技術を取り入れた新たな仕事の仕方を模索する必要性を強く感じました。

コントローラーに付属の画面かスマート
フォンでドローンのカメラ映像がリアル
タイムで確認できるドローンのカメラで撮影された上空からの写真。高解像度かつブレも少ない
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第
27
回
労
働
安
全
衛
生
大
会
が
12
月

10
日
（
金
）
に
本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
開

催
さ
れ
る
こ
の
大
会
は
、
安
全
に
対
す

る
意
識
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
、職
員
・

技
能
班
を
対
象
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
大
会
で
は
、
安
全
講
話
を
行
い
、
優

良
運
転
者
へ
の
表
彰
、
代
表
職
員
に
よ

る
安
全
宣
言
を
行
っ
て
、
労
働
災
害
ゼ

ロ
を
誓
い
ま
し
た
。

　
安
全
講
話
で
は
、
林
材
業
労
働
災
害

防
止
協
会
秋
田
県
支
部
事
務
局
長
の
佐

藤
博
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
秋

田
県
に
お
け
る
林
材
業
の
現
況
と
労
働

災
害
の
防
止
に
向
け
て
」
と
題
し
て
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【大会宣言】
　私達は、安全管理の重要性及び労働災害防
止活動を確認し、本大会の開催を契機に無事
故・無災害の決意を新たに、災害防止対策を
全力で取り組む事をここに宣言致します。

林産班  斉藤　一樹

向き合おう

　　心と体の 健康管理

～ 優良運転者表彰 ～

■無事故無違反
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の
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、
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金
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長
等
の
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及
び
多
く
の
林
業
関
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者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
大
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は
県
森
連
副
会
長
を
務
め
る

小
松
組
合
長
の
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言
で
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し
、
佐
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重
芳
県
森
連
会
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の
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拶
に
続
き
、
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来
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の
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祝
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と
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祝
電
が
披
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。
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で
は
、
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と
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な
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、
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に
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た
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の
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及
び
森
林
組
合
系
統
再
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５
５
０
運
動
の
展
開
に
取
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む

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
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ら
に
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度
は
、
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良
組
合
の
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発
表
と
い
う
こ
と
で
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た
当
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の
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に
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が
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。
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大
会
再
造
林
推
進
優
秀
組
合
を
受
賞
し
た
当
組

合
の
再
造
林
の
取
組
に
つ
い
て
「
本
荘
由
利
森
林
組
合
に

お
け
る
皆
伐
再
造
林
推
進
の
取
組
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

京
野
造
林
課
主
事
及
び
本
間
総
務
課
主
事
が
全
県
の
森
林

組
合
の
前
で
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

　
発
表
の
要
点
は
、
様
々
な
要
因
か
ら
森
林
経
営
に
意
欲

を
失
っ
て
い
る
所
有
者
に
対
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
や
機
械
化
技

術
等
の
最
新
技
術
を
駆
使
し
て
、
造
林
費
用
を
軽
減
し
、

利
益
を
生
む
山
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
と
い
う

も
の
で
す
が
、
再
造
林
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
我
々

の
今
後
の
仕
事
の
仕
方
は
も
ち
ろ
ん
、
所
有
者
の
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、
よ
り
一
層
組
合
員
の
皆
様
に
寄

り
添
っ
た
事
業
の
展
開
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
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を
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に
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各
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。
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全力で取り組む事をここに宣言致します。

林産班  斉藤　一樹

向き合おう

　　心と体の 健康管理

～ 優良運転者表彰 ～

■無事故無違反

　２５年　小　野　達　也（造林課職員）

２０年　須　田　　　渉（林販課技能職員）

佐々木　堅　一（林販課技能職員）

佐　藤　茂　一（加工課技能職員）

１５年　工　藤　　　尚（加工課技能職員）

小　松　卓　哉（造林課技能職員）

猪　股　尚　弥（造林課職員）

伊　藤　　　徹（岩城支所職員）

１０年　田　口　孝　志（林販課技能職員）

佐　藤　広　茂（由利支所職員）

■無事故無違反

　２５年　阿　部　正　輝（林販課職員）

阿　部　　　清（林販課技能職員）

　２０年　阿　部　　　久（林販課職員）

古　川　　　暢（東由利支所職員）

渡　邊　正　明（林販課技能職員）

　１５年　遠　藤　佳　苗（林販課職員）

高　橋　　　敦（加工課技能職員）

　１０年　斎　藤　　　肇（加工課技能職員）

第

６５

回

秋

田

県

森

林

組

合

大

会

　
令
和
３
年
11
月
16
日
（
火
）「
秋
田

テ
ル
サ
」（
秋
田
市
御
所
野
）
に
お
い

て
、
第
65
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
12
組
合
の
役
職
員
の
他
、

秋
田
県
副
知
事
、
東
北
森
林
管
理
局

長
、
秋
田
県
議
会
副
議
長
、
森
林
・

林
業
・
林
産
業
活
性
化
推
進
議
員
の

会
会
長
、
農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店

長
等
の
御
来
賓
及
び
多
く
の
林
業
関

係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
県
森
連
副
会
長
を
務
め
る

小
松
組
合
長
の
宣
言
で
開
会
し
、
佐

藤
重
芳
県
森
連
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

御
来
賓
の
ご
祝
辞
と
ご
祝
電
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
森
林
資

源
の
循
環
利
用
と
適
切
な
管
理
の
推

進
、
県
産
材
供
給
拡
大
に
向
け
た
対

策
の
推
進
及
び
森
林
組
合
系
統
再
造

林
５
５
０
運
動
の
展
開
に
取
り
組
む

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
度
は
、
優
良
組
合
の

事
例
発
表
と
い
う
こ
と
で
前
回
大
会

に
て
再
造
林
推
進
優
秀
組
合
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
当
組
合
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
全
国
的
に
こ
の
取

り
組
み
が
広
が
り
、
組
合
員
含
め
森

林
所
有
者
の
皆
様
が
積
極
的
に
再
造

林
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆

優
良
森
林
組
合

農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
長
賞

　本
荘
由
利
森
林
組
合

◆

林
業
功
労
者

秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

  

　荘

　司

　範

　彦
（
仁
賀
保
）

◆

役
員
永
年
功
労
者

秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

【
25
年
表
彰
】

  

　佐

　藤

　健

　一
（
本

　荘
）

◆

職
員
永
年
勤
続
者

秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

【
30
年
表
彰
】

  

　岡

　本

　真
貴
子
（
造
林
課
）

  

　阿

　部

　
　
　久
（
林
産
販
売
課
）

  

　武

　田

　一

　也
（
造
林
課
）

  

　武

　田

　
　
　惠
（
矢
島
支
所
）

◆

優
良
現
場
技
能
者

秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

  

　植

　野

　雄

　一
（
林
産
販
売
課
）

　
第
64
回
大
会
再
造
林
推
進
優
秀
組
合
を
受
賞
し
た
当
組

合
の
再
造
林
の
取
組
に
つ
い
て
「
本
荘
由
利
森
林
組
合
に

お
け
る
皆
伐
再
造
林
推
進
の
取
組
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

京
野
造
林
課
主
事
及
び
本
間
総
務
課
主
事
が
全
県
の
森
林

組
合
の
前
で
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

　
発
表
の
要
点
は
、
様
々
な
要
因
か
ら
森
林
経
営
に
意
欲

を
失
っ
て
い
る
所
有
者
に
対
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
や
機
械
化
技

術
等
の
最
新
技
術
を
駆
使
し
て
、
造
林
費
用
を
軽
減
し
、

利
益
を
生
む
山
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
と
い
う

も
の
で
す
が
、
再
造
林
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
我
々

の
今
後
の
仕
事
の
仕
方
は
も
ち
ろ
ん
、
所
有
者
の
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、
よ
り
一
層
組
合
員
の
皆
様
に
寄

り
添
っ
た
事
業
の
展
開
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
発
表
を
き
っ
か
け
に
、全
県
の
各
森
林
組
合
が
様
々

な
角
度
か
ら
再
造
林
を
推
し
進
め
る
方
策
を
展
開
し
、
県

内
全
体
ひ
い
て
は
国
内
全
体
で
再
造
林
の
輪
が
広
が
っ
て

い
け
ば
幸
い
で
す
。

事
例
発
表
概
要
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令
和
４
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、

穏
や
か
に
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
平
素
は
組
合

の
業
務
運
営
全
般
に
わ
た
り
組
合
員
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
皆
様
か
ら
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
未
だ
衰
え
ず
、
県
内
で
も
感
染
拡
大
し
行
動
抑
制
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）
が
指
定
し
た
新
た
な
変
異
株
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

が
拡
散
す
る
中
、
日
本
で
も
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
感
染
拡
大
の
中
、
大
国
の
木
材
需
要
拡
大
や
、
海
上
輸
送
用
コ
ン
テ
ナ
不
足
に
よ
る
流
通
機
能

の
低
下
が
日
本
へ
の
外
材
供
給
の
減
少
と
な
り
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
又
、
残
念
な
が
ら
九
州
や
中
国
、
東
海
地
方
等
で
集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
大
規
模
な
災
害
が
引

き
起
こ
さ
れ
、　
特
に
静
岡
県
熱
海
市
で
は
土
石
流
に
よ
り
多
数
の
死
傷
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
６
月
に
は
新
た
な
森
林
・
林
業
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
森
林

を
適
正
に
管
理
し
、
林
業
・
木
材
産
業
を
持
続
的
に
成
長
発
展
さ
せ
、
社
会
経
済
向
上
と
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
寄
与
す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
に
は
、Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
が
イ
ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
、
石
炭
火
力
「
段
階
的
な
削
減
」
で
合
意
、
産

業
革
命
後
の
気
温
上
昇
マ
イ
ナ
ス
１
．
５
度
に
抑
制
追
求
も
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
造
林
し
た
人
工
林
は
、
本
格
的
な
利
用
期
に
達
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
森
林
資
源
に
お

い
て
主
伐
・
再
造
林
の
循
環
利
用
が
急
務
で
す
。
ま
た
、
間
伐
等
の
適
切
な
森
林
整
備
が
行
わ
れ

て
い
な
い
箇
所
の
整
備
も
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
豊
か
な
森
林
資
源
を
活
用
し
て
、
安
定
的
・
効
率
的
な
国
産
材
供
給
体
制
の
構
築

を
目
指
し
、
木
造
化
推
進
等
に
よ
る
国
産
材
の
更
な
る
需
要
拡
大
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
を
活
気
づ
け
る
「
林
業
の
成
長
産
業
化
」
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。

　
結
び
に
、
役
職
員
一
体
と
な
り
組
合
員
の
皆
様
や
関
係
機
関
の
ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
、
経
営

基
盤
の
強
化
と
改
善
に
努
め
、
管
内
林
業
の
振
興
と
発
展
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

本
年
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
御
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

  【
決  

議
】

　
本
県
の
森
林
は
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
ス
ギ
人
工
林
の
過

半
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
森
林

資
源
を
有
効
か
つ
持
続
可
能
な
形
で
利
用
す
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
木
材
需
要
が
低
迷
し
て
推
移
し
て
き
た
中
で
、

森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
は
低
減
し
て
お
り
、
主
伐
後
の

再
造
林
や
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
が
進
ま
な
い
箇
所
が
多

数
見
ら
れ
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
国
土
保
全
な
ど
森
林
の

有
す
る
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
重
大
な
支
障
を
来
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
近
年
の
集
中
豪
雨
や
台
風
等
の
度
重
な
る
災
害

に
よ
り
、
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
、
林
道
等
の
崩
落
、
風
倒

木
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
へ
の
二
次
的
被
害
等
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
健
全
な
森
林
づ
く

り
に
よ
る
「
緑
の
国
土
強
靭
化
」
を
一
層
強
力
に
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
低
迷
か
ら
の
回
復
が
進

ん
で
い
る
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
で
の
需
要
拡
大
等
に
よ
り
、

日
本
へ
の
外
材
供
給
の
減
少
と
価
格
高
騰
が
発
生
し
、
こ

の
影
響
で
国
産
材
需
要
が
急
拡
大
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
外
材
依
存
か
ら
国

産
材
主
体
へ
の
需
給
転
換
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
べ
く
、

森
林
施
業
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
素
材

の
供
給
体
制
を
強
化
し
、山
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る
「
林

業
の
成
長
産
業
化
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
新
た
な
森
林
・
林
業
基
本
計

画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、森
林
を
適
正
に
管
理
し
て
、林
業
・

木
材
産
業
を
持
続
的
に
成
長
発
展
さ
せ
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も
寄
与
す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
が
、
森
林
組
合
系
統
と
し
て

も
、
県
民
や
組
合
員
の
信
頼
を
受
け
、
地
域
の
森
林
施
業

や
経
営
の
担
い
手
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
新
た
な
系
統
運
動
方
針
を
策
定
し
、
県
内

約
３
万
人
の
組
合
員
と
と
も
に
系
統
一
丸
と
な
っ
て
、
再

造
林
の
推
進
に
よ
る
資
源
の
循
環
利
用
と
適
切
な
経
営
管

理
の
推
進
、
人
材
の
確
保
・
育
成
等
に
よ
り
、
森
林
・
林

業
の
持
続
的
な
発
展
に
取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。
特
に
、

再
造
林
に
つ
い
て
は
着
実
な
推
進
を
図
る
た
め
、
具
体
的

な
系
統
の
運
動
名
及
び
目
標
を
設
定
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
す
る
。

　
本
日
こ
こ
に
、
秋
田
県
、
東
北
森
林
管
理
局
、
秋
田
県

市
長
会
、
秋
田
県
町
村
会
、
農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
の

後
援
の
も
と
、
第
65
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会
を
開
催
し
、

次
の
事
項
の
実
現
に
森
林
組
合
系
統
の
総
力
を
あ
げ
て
邁

進
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
と
適
切
な
管
理
の
推
進

二
、
県
産
材
供
給
拡
大
に
向
け
た
対
策
の
推
進

三
、
森
林
組
合
系
統
再
造
林
５
５
０
運
動
の
展
開

　
　
（
５
年
間
で
再
造
林
50
％
を
目
指
す
）

　
以
上
決
議
す
る
。令

和
三
年
十
一
月
十
六
日
　
　
　
　
　

第
六
十
五
回
秋
田
県
森
林
組
合
大
会
　

情 報 コ ー ナ ー mini

　今回は、低コスト再造林の際に使用されることが多くなった「コンテナ苗」

についてご紹介したいと思います。

　林業用の苗木としては苗畑で３年ほど育てた「裸苗」という根がむき出しになっ

ているものが一般的でしたが、このコンテナ苗は、特殊な形のコンテナ容器を

使って育てた根鉢付きの苗木のことで、苗木の単価は裸苗と比較して高くなりま

すが、根付きがよく初期成長も速いため真夏や土の凍結する時期以外であれば

いつでも植えることができるため北欧などでは広く普及しています。

　単価が上がるのに低コスト化とはどういうことか。と思われるかもしれません

が、従来の裸苗の場合は、植栽における作業が長時間かかり植え付け効率が

悪かったため経費が掛かり増しになっていました。しかしコンテナ苗にすること

で植栽作業が大幅に簡略化され、裸苗では１日で１人当たり２００～２５０本植え

るのが精一杯でしたが、コンテナ苗では３００～４００本植えられるようになり、

再造林のトータルコストとしては大きくコスト削減できるようになります。 裸苗
コンテナ苗の場合は
専用器具で一度穴あ
けをするだけで植え
ることができる。
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（令和３年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格

本荘由利木材流通センター

高　　値 安　　値 平均価格

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス

ギ

14下

16～22

24～34

出材量・販売量・販売率

１２月２日

12月：相変わらず強い引き合いで３６ｃｍ上の曲材以外は完売。先月よりもやや強含みとなり、旺盛な製品の引き合いで

　　 原木も高い。常連勢の手当が入ったが各社とも僅差の競り合いでもうしばらくこの原木高は続きそう。

(4, 340)
15, 624 

(4, 758)
17, 129 

(3, 829)
13, 785 

(4, 008)
14, 429 

(4, 271)
15, 377 

(2, 550)
9, 180 

(2, 550)
9, 180 

(2, 550)
9, 180 

　　　　　　　　　　(4, 725)
17, 010 

344㎥(1,238石)・333㎥(1,198石)・96％

１月６日（木）より通常営業となります。

年末年始休業のお知らせ

木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

　11月12日（金）、林野庁が主催し、㈱森林環境リアライズが実施している林業労働力強化対策事業で購入
させていただいた安全衛生装備・装置の正しい使用方法を学ぶための研修会を開催いたしました。
　この事業は、安全で衛生的な職場づくりを通じた林業労働力の確保に向けた取り組みを支援するため、体
質強化計画に参画する経営体等を対象に、安全衛生装備・装置の導入と研修にかかる経費の50％を補助す
るもので、当組合では第３次公募に申し込み、「ヘルメット」、「担架」、「空調服」、「レインスーツ」、「自動体
外式除細動器（ＡＥＤ）」等を購入いたしました。
　研修会当日は、秋田マッカラー㈱様より空調服の使用方法や防護服の管理方法等をご説明いただき、特
に防護服は毎日洗って使用しなければ本来の機能を発揮できないことを教えていただきました。
　今回の事業のおかげで安全衛生に十分配慮された作業環境が構築されましたが、装備が整ったとしても
職員自身が意識して安全に配慮した作業を心がけなければ、真に安全な職場づくりは成し得ないと思ってお
りますので、今回の事業をきっかけに、職員全体に安全衛生に関する教育をさらに徹底して、事故やけがのな
い安心安全な職場をつくっていきたいと考えております。

12月31日（金）～1月5日（水）

※年末年始休業に伴うにかほ市役所金浦庁舎閉鎖の都合上、仁賀保支所も１２月２９日より事務所閉鎖と

　なります。支所職員は木材流通センターで勤務しておりますので、 ２９日・３０日に仁賀保支所に御用の

　際は、そちらへお問い合わせください。

㈱森林環境リアライズ林業労働対策事業
林業労働安全衛生に関する研修会

第 137 号

令和４年１月１日

発　行森林組合だより森林組合だより森林組合だより

HP  h t tp : / /www.honmor i . com/　メール  honmor i @ t rad . ocn . ne . j p

本荘由利森林組合
由利本荘市水林３８１
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